
　　一般質問　１３人

１０ 予算特別委員会　令和３年度予算

１３ 提出された議案とその結果

１5 議会報告・意見交換会開催のお知らせ

１6 市民の声・６月定例会の日程（予定）

２

市議会だより天童

山口児童クラブなでしこは、地域に支えら
れ、のびのびと遊び学習し、みんなで仲良く
生活しています。３月定例会
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3 月 定 例 会

市政に対する一般質問市政に対する一般質問

審　査　日　程
月　日 内　　容

２／２６（金） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、
　　　　予算特別委員会の設置など）

３／２（火）
３／３（水） 本会議（市政に対する一般質問）

３／４（木） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
３／５（金） 環境福祉常任委員会（付託案件の審査）
３／８（月） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
３／９（火）
　～１２（金） 予算特別委員会（付託案件の審査）

３／１５（月） 予算特別委員会（討論、表決）
３／１８（木） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

熊
澤
光
吏 

議
員

＊

本
市
の
防
災
・
減
災
に
向
け

た
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
課

題
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

笹
原
隆
義 

議
員

＊

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

＊

介
護
と
福
祉
に
つ
い
て

三
宅
和
広 

議
員

＊
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
の
活
用
に
つ
い
て

＊

ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

遠
藤
喜
昭 
議
員

＊

村
山
東
部
広
域
農
道
と
そ
の

周
辺
を
活
か
す
環
境
整
備
に

つ
い
て

石
垣
昭
一 

議
員

＊

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
対
象
者
の
拡
充
に
つ

い
て

伊
藤
和
子 

議
員

＊

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
生
活
を
保

障
す
る
施
策
の
充
実
を

＊

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
に

狩
野
佳
和 

議
員

＊

地
籍
調
査
に
つ
い
て

＊

除
雪
、
排
雪
に
つ
い
て

武
田
正
二 

議
員

＊

除
排
雪
に
つ
い
て

＊

基
金
の
現
状
と
新
設
に
つ
い
て

山
口
桂
子 

議
員

＊

高
齢
者
と
女
性
の
健
康
支
援

の
充
実
に
つ
い
て

＊

環
境
衛
生
か
ら
み
た
感
染
症

予
防
対
策
に
つ
い
て

水
戸　
保 

議
員

＊

令
和
３
年
度
施
政
方
針
に
つ

い
て

鈴
木
照
一 

議
員

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

＊
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
の
た
め
に

＊

㈱
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
天
童
に

つ
い
て

野
口
さ
つ
き 

議
員

＊

不
育
症
の
支
援
に
つ
い
て

松
田
光
也 

議
員

＊

こ
れ
か
ら
の
町
内
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て

★
て
ん
ど
う
創
生
の
会

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
市
民
と
歩
む
会

★
清
新
会

★
無
会
派

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

　令和２年度第９回市議会定例会（３月定例会）
は、２月２６日から３月１８日までの２１日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議で、専決処分３件を報告・承認
しました。また、令和２年度各会計補正予算議
案７件を原案のとおり可決しました。そのほ
か、令和３年度各会計予算や条例議案等２４件が
上程され、予算特別委員会及び所管常任委員会
に付託され、右記日程で審査を行い、最終日の
本会議で採決が行われました。
　定例会最終日には、補正予算議案１件及び条
例議案１件が上程され採決が行われました。ま
た、人事案件１件について同意しました。
（採決結果は１３ページに掲載してあります。）

　市政に対する一般質問は、３月２日・３日の２日間
の日程で、１３人の議員が行いました。
　通学路等における除排雪や本市の防災・減災に向け
た取組みや課題について、また町内会のあり方につい
て市長や教育長等の見解を求めました。

※　議員の原稿をそのまま掲載しています。
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令和２年度の
地域おこし協力隊員

一 般 質 問

火
災
予
防
に
お
け
る

本
市
の
取
組
み
に
つ
い
て　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
受
け
入
れ
の

課
題
と
今
後
の
方
針
は　

　
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
火
災

予
防
の
取
組
み
と
令
和
３
年
度

の
各
訓
練
等
の
開
催
は
。

松
田
消
防
長　
令
和
３
年
度
に

小
学
生
を
対
象
に
、
住
宅
防
火

に
お
け
る
防
火
用
品
、
住
宅
用

警
報
器
、
消
火
器
等
を
質
問
形

式
で
学
べ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
配
布
を
行
い
、
火
災
予
防
に

お
け
る
広
報
に
努
め
た
い
と
考

え
る
。
な
お
、
子
ど
も
目
線
で

家
庭
の
防
火
に
つ
い
て
調
べ
ら

れ
る
防
災
教
材
と
し
て
活
用
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
住
宅
用
警

報
器
や
消
火
器
の
設
置
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
む
。
ま
た
、

令
和
３
年
度
の
各
訓
練
等
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

　
本
市
に
４
名
の
隊
員
が
活
動

し
て
い
る
が
、
関
係
部
署
や
地

域
と
の
協
力
体
制
の
状
況
は
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
首
都
圏

か
ら
の
移
住
が
増
え
て
お
り
、

本
市
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と

考
え
る
県
外
出
身
者
を
隊
員
と

し
て
さ
ら
に
受
け
入
れ
て
い
く

考
え
は
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
経
験

者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催
者
な
ど
市
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
人

材
を
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」
と
し
て
、

国
は
活
用
を
促
し
て
い
る
が
、

本
市
の
考
え
は
。

山
本
市
長　
隊
員
が
活
動
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
お

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
見

な
が
ら
、
規
模
や
開
催
方
法
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
対
応

策
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
映
像
を
活
用
し

た
教
養
訓
練
等
も
考
え
て
い
る
。

学
校
防
災
の

水
準
に
つ
い
て

　
市
内
各
学
校
は
国
の
定
め
る

防
災
水
準
を
達
成
し
て
い
る
の

か
。

相
澤
教
育
長　

本
市
と
し
て

は
、
国
の
水
準
を
達
成
す
る
た

め
に
、
随
時
、
防
災
対
策
の
見

直
し
を
図
り
な
が
ら
対
応
を
進

め
て
い
る
。

　
そ
の
水
準
の
中
で
、
水
防
法

及
び
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に

よ
り
、
学
校
防
災
に
お
け
る
避

難
確
保
計
画
の
策
定
が
必
要
で

あ
る
。
特
に
、
本
市
の
浸
水
想

定
区
域
に
立
地
す
る
小
学
校
７

校
（
天
童
中
部
、
天
童
北
部
、

成
生
、
蔵
増
、
寺
津
、
干
布
、

津
山
※
）
に
つ
い
て
は
、
避
難

確
保
計
画
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
そ
の
他
の
課
題
に
つ

い
て
も
３
月
末
ま
で
に
水
準
を

達
成
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。

※

津
山
小
は
土
砂
警
戒
区
域
に

も
該
当
。

り
、
隊
員
の
才
能
や
能
力
を
生

か
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
体
制

を
整
え
る
。
ま
た
、
課
題
を
整

理
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

効
果
的
な
活
用
が
期
待
で
き
る

部
署
等
を
調
査
し
な
が
ら
今
後

の
受
け
入
れ
や
活
動
方
法
に
つ

い
て
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

佐
藤
総
務
部
長　
「
地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制

度
」
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
隊

員
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
も

ら
い
な
が
ら
、
国
の
制
度
を
見

極
め
検
討
し
て
い
く
。

福
祉
と
介
護
の
相
談

体
制
を
強
化
す
べ
き

　

障
が
い
者
福
祉
に
お
い
て

も
、
介
護
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
よ
う
な
相
談
の
核
と

な
る
拠
点
を
整
備
す
べ
き
。
そ

れ
が
福
祉
の
さ
ら
な
る
充
実
に

も
つ
な
が
る
。
福
祉
の
拠
点
整

備
の
方
向
性
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

桃
園
健
康
福
祉
部
長　
現
在
、

第
６
期
天
童
市
障
害
福
祉
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。
国
は
令
和

５
年
度
末
ま
で
に
相
談
支
援
の

強
化
を
図
る
よ
う
指
針
を
定
め

て
お
り
、
本
市
は
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
、
必
要
性
も
含
め
検
討
し
て

い
く
。

熊く
ま

澤ざ
わ

光ひ
か

吏り

議
員

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員
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一 般 質 問

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

村
山
東
部
広
域
農
道
（
通
称
ス
ー

パ
ー
農
道
）
沿
線
地
域
発
展
へ

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ユ
ー
ザ
ー
数

は
、
令
和
２
年
３
月
末
現
在

で
、
人
口
の
６６
㌫
に
当
た
る
８

４
０
０
万
人
で
あ
り
、
国
内
で

最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
で
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
と
受
信
者
側
の
画
面
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
こ
と
を

知
ら
せ
る
機
能
が
あ
り
、
情
報

伝
達
力
に
優
れ
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
積
極
的
に
活
用
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
平
成
３０
年
に
「
山
寺
が
支
え

た
紅
花
文
化
」
が
日
本
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。
村
山
東
部
広
域

農
道
に
「
紅
花
」
が
つ
い
た
愛

称
を
つ
け
て
は
ど
う
か
と
の
意

見
が
出
さ
れ
、
本
市
と
山
形
市

沿
線
地
域
合
同
で
協
議
会
が
設

立
さ
れ
て
、
間
も
な
く
愛
称
が

決
定
と
の
こ
と
。
こ
の
た
び
、

農
水
省
発
表
の
「
最
上
川
流
域

の
紅
花
生
産
・
加
工
」
世
界
農

業
遺
産
登
録
の
話
題
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
誘
客
が
期
待

で
き
る
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
愛

称
を
加
え
る
こ
と
で
観
光
や
産

業
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。

愛
称
を
活
用
し
た
東
部
地
域
活

性
化
に
向
け
た
取
組
み
を
伺
う
。

山
本
市
長　
本
市
に
お
い
て
も

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

す
で
に
取
得
し
て
い
る
。
当
面

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
予
約
申
込
み
に

利
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
そ
の
他
の
業
務
で
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る
利
用
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
発
信
の
手
段

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
調

査
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め

の
取
組
み
は

　
食
品
ロ
ス
の
問
題
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
は
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
３

０
・
１

０
運
動

の
取
組
み
を
市
報
等
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
啓
発
用
コ
ー
ス
タ
ー
を

活
用
し
て
い
る
飲
食
店
等
と
連

携
し
、
啓
発
活
動
や
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
の
開
催
な
ど
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
を
導
入
し
、
ご
み
の
収

集
日
や
各
種
情
報
を
発
信
す
る
。

　
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
一

人
ひ
と
り
の
意
識
向
上
が
大
切

で
あ
る
。
市
民
、
事
業
者
、
行

政
が
一
体
と
な
り
、
取
組
み
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

山
本
市
長　
愛
称
設
定
の
対
象

と
な
る
村
山
東
部
広
域
農
道
を

含
む
路
線
は
、
川
原
子
、
原
崎

地
域
か
ら
山
形
市
東
沢
地
区
ま

で
の
全
長
２５
・
７
㌖
。
沿
線
に

は
北
か
ら
水
晶
山
、
若
松
寺
、

紅
花
畑
、
芭
蕉
の
句
碑
、
立
谷

川
の
芝
桜
な
ど
が
あ
り
、
天
童

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
コ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
し
て

い
る
。

　
愛
称
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
看
板
設
置
や
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
な

ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
さ

ら
に
、
沿
線
に
点
在
す
る
観
光

資
源
を
面
と
し
て
つ
な
い
で
Ｐ

Ｒ
し
、
県
や
近
隣
市
町
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
観
光
誘
客
に
努

め
て
い
く
。

沿
線
景
観
を
守
る
た
め
の

農
業
団
地
の
整
備
を

　
特
に
、
山
寺
か
ら
干
布
に
か

け
て
月
山
・
朝
日
連
峰
の
山
並

み
と
果
樹
地
帯
の
景
観
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
遊
休
農
地
解

消
を
進
め
計
画
的
に
農
業
団
地

の
整
備
を
す
べ
き
で
は
。

堀
越
農
業
委
員
会
会
長　
紅
花

が
世
界
農
業
遺
産
に
登
録
申
請

さ
れ
て
い
る
の
で
、
率
先
し
て

遊
休
農
地
を
解
消
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
団
地
化
に
つ
い
て

は
、
農
業
者
や
関
係
機
関
と
地

域
を
超
え
た
広
域
的
な
話
し
合

い
を
基
に
将
来
を
見
据
え
た
計

画
が
必
要
と
考
え
る
。

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

遠え
ん

藤ど
う

喜よ
し

昭あ
き

議
員

さ
ん
ま
る

い
ち
ま
る
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王
将

王
将

王
将

金
将

金
将

金
将

と

と

と

金

金

金

桂
馬

桂
馬

桂
馬

角
行

角
行

角
行

金

金

金

龍
王

龍
王

龍
王

香
車

香
車

香
車

歩
兵

歩
兵

歩
兵

銀
将

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車

飛
車

金

金

金

馬

馬

馬

一 般 質 問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
対
象
者
の
拡
充
を

コ
ロ
ナ
禍
の
中

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
濃
厚
接
触

者
に
限
ら
ず
、
特
に
病
院
や
高

齢
者
施
設
な
ど
感
染
リ
ス
ク
が

高
い
施
設
の
利
用
者
や
従
事
者

に
つ
い
て
、
集
団
的
に
検
査
す

る
体
制
が
必
要
だ
と
思
う
が
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
医
療
、
福
祉
施
設

に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
、
感
染

予
防
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
を

徹
底
し
な
が
ら
、
医
療
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
。
ま

た
、
利
用
者
や
家
族
の
協
力
も

あ
り
、
市
内
の
医
療
機
関
、
福

祉
施
設
に
お
い
て
感
染
者
は
発

生
し
て
い
な
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
自
立
支
援
相
談
が
急
増

し
て
い
る
と
聞
く
。
本
市
の
相

談
状
況
と
そ
の
対
応
は
。

　
こ
の
相
談
事
業
を
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
。
生

活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談

体
制
や
相
談
員
の
労
働
実
態
を

ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

山
本
市
長　
生
活
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
の
令
和
２
年
１２
月
末
の

相
談
実
人
数
は
３
７
０
人
。
申

請
件
数
は
緊
急
小
口
資
金
１
６

５
件
、
生
活
総
合
支
援
資
金
５３

件
、
住
居
確
保
給
付
金
３１
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
現
在
７
人
の
４
班
体
制
で
、

１
日
１６
件
程
度
の
相
談
に
当

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
保
健
所
に

よ
り
濃
厚
接
触
者
と
さ
れ
た
方

や
、
医
師
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
速
や
か
に
検
査
で
き
る
体
制

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
低
価
格
で
検
査
で

き
る
県
Ｐ
Ｃ
Ｒ
自
主
検
査
セ
ン

タ
ー
が
県
立
河
北
病
院
に
設
置

さ
れ
る
。

　
高
齢
者
施
設
等
の
利
用
者
や

従
事
者
の
定
期
的
な
集
団
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
、
実
施
頻
度
や
費
用

対
効
果
な
ど
の
面
で
課
題
が
多

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
内
で
実

施
し
て
い
る
施
設
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

　
感
染
防
止
の
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
感
染
防
止
策
を
徹
底

し
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
施
設
職
員
の

検
査
費
用
に
支
援
を

　
各
地
で
高
齢
者
施
設
等
で
の

ク
ラ
ス
タ
ー
が
多
発
す
る
中
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
保
育
施

設
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
か
か

る
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　
本
市
で
も
施
設
運
営
を
維
持

継
続
さ
せ
る
た
め
に
、
施
設
で

自
主
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け

さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

費
用
負
担
に
対
す
る
支
援
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

山
本
市
長　
現
時
点
で
、
高
齢

者
施
設
等
が
行
う
定
期
的
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
対
し
、
費
用
を
助

成
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

た
っ
て
い
る
。
相
談
時
間
確
保

の
た
め
、
あ
え
て
予
約
制
に
し

て
い
る
。
相
談
件
数
が
増
え
て

大
変
な
状
況
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
国
は
、
自
立
相
談
支
援
機
関

の
支
援
員
の
加
配
等
の
補
正
予

算
を
組
ん
で
お
り
、
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
と
も
協
議
し
、
体
制

強
化
に
努
め
た
い
。

生
活
保
護
の

扶
養
照
会
緩
和
は

　
生
活
保
護
の
相
談
、
申
請
、

受
給
状
況
は
。
保
護
係
の
体
制

は
十
分
か
。
国
は
扶
養
照
会
の

運
用
を
緩
和
す
る
と
い
う
が
、

市
の
対
応
は
。

山
本
市
長　
生
活
保
護
の
相
談

は
１
２
７
件
あ
り
、
新
規
に
５３

件
の
申
請
が
あ
り
、
４４
件
が
受

給
さ
れ
た
。
令
和
３
年
１
月
末

現
在
、
３
０
９
世
帯
、
３
６
４

人
が
受
給
し
て
い
る
。

　
保
護
担
当
は
査
察
指
導
員
１

人
と
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
３
人
で

対
応
し
て
い
る
。
体
制
に
つ
い

て
は
こ
こ
数
年
変
わ
っ
て
い
な

い
。

　
受
給
件
数
が
増
え
る
中
、
保

護
の
認
定
で
終
わ
り
で
な
く
、

そ
の
後
の
生
活
支
援
や
さ
ま
ざ

ま
な
観
察
も
あ
り
、
現
状
の
マ

ン
パ
ワ
ー
で
は
厳
し
い
状
況
だ
。

　
扶
養
義
務
調
査
に
つ
い
て
は

法
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。

扶
養
義
務
調
査
を
理
由
に
申
請

を
諦
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

石い
し

垣が
き

昭し
ょ
う

一い
ち

議
員

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員
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通学路に高く積まれた雪

交差点に掃き寄せられた雪で
埋もれてしまった横断旗

一 般 質 問

農
地
の
売
買
賃
借
推
進
の
た
め

に
地
籍
調
査
を
進
め
る
べ
き

　

地
籍
調
査
の
進し
ん

捗ち
ょ
く

率
は
全

国
、
県
と
比
べ
て
ど
う
か
。
年

度
ご
と
の
目
標
の
設
定
は
。

　
農
業
の
後
継
者
が
減
り
、
農

地
の
売
買
、
賃
借
も
増
加
の
よ

う
だ
が
、
境
界
が
不
明
で
契
約

の
破
談
も
あ
る
。
調
査
に
は
立

会
証
言
が
必
要
だ
が
、
双
方
で

境
界
が
分
か
る
と
き
に
調
査
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

山
本
市
長　
市
で
は
地
籍
調
査

を
平
成
２６
年
度
か
ら
開
始
し
１０

カ
年
ご
と
の
計
画
で
進
め
て
お

り
、
市
の
進
捗
率
は
１２
㌫
、
全

国
は
５２
㌫
、
県
は
４９
㌫
で
あ

る
。
進
捗
率
が
低
い
の
は
、
開

始
が
遅
く
な
っ
た
こ
と
、
双
方

の
合
意
が
必
要
な
境
界
確
認
で

　

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
も
影
響

し
、
１２
月
か
ら
大
雪
と
な
り
、

除
排
雪
が
追
い
つ
か
ず
、
２
月

中
ご
ろ
で
も
沿
道
に
は
雪
が
う

ず
高
く
積
ま
れ
て
い
る
状
況
で

あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
弱
者
と

な
る
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
狭き
ょ
う

隘あ
い

な

道
路
は
１
台
の
車
で
さ
え
通
行

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
こ
れ

ま
で
幅
出
し
の
取
組
み
を
行
っ

て
き
た
が
、
こ
の
冬
の
対
応
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
伺
う
。

山
本
市
長　
今
シ
ー
ズ
ン
も
、

本
市
の
道
路
除
雪
計
画
に
基
づ

き
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

時
間
を
要
し
、
国
と
県
の
財
源

確
保
が
必
要
な
こ
と
が
要
因
で

あ
る
。

　
完
了
す
る
に
は
長
年
の
年
月

を
要
す
る
が
、今
後
は
国
、県
、

市
関
係
部
署
と
連
携
し
、
事
業

の
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
交
差
点

の
除
雪
、
排
雪
を
す
べ
き

　
除
雪
車
に
搭
載
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の

性
能
、
信
頼
度
、
効
果
は
。

　
豪
雪
時
、
ま
た
日
中
に
緩
ん

だ
雪
の
除
雪
時
、
小
学
校
付
近

の
交
差
点
に
掃
き
寄
せ
た
雪
は

す
ぐ
排
雪
し
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
な
い
か
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
除
雪
稼
働
は
把
握

で
き
る
の
で
、
朝
一
番
は
無
理

で
も
日
中
の
緩
ん
だ
除
雪
時
は

可
能
と
思
う
が
。

山
本
市
長　
除
雪
車
の
作
業
軌

道
は
パ
ソ
コ
ン
で
確
認
で
き
、

報
告
書
は
自
動
作
成
の
た
め
、

除
雪
業
者
の
事
務
の
効
率
化
が

図
ら
れ
、
負
担
軽
減
に
な
る
。

　
交
差
点
の
排
雪
に
対
応
す
る

に
は
機
械
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

確
保
等
、
体
制
の
見
直
し
が
課

題
で
、
適
宜
、
除
雪
計
画
を
見

直
し
適
切
な
除
雪
に
努
め
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
に
つ

い
て
は
来
年
対
応
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
。

な
が
ら
、
市
内
各
所
で
幅
出
し

や
排
雪
作
業
を
行
っ
た
。
今
後

も
市
民
生
活
を
守
る
た
め
、
適

切
な
除
雪
に
努
め
て
い
く
。

伊
藤
建
設
部
長　
今
シ
ー
ズ
ン

の
経
験
を
踏
ま
え
、
ど
ん
な
除

雪
体
制
で
何
が
有
効
な
の
か
、

改
め
て
受
託
業
者
と
協
議
を
進

め
て
い
く
。
除
雪
機
械
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
確
保
な
ど
の
課
題

も
想
定
さ
れ
る
が
、
県
内
の
自

治
体
の
対
応
を
参
考
に
し
、
よ

り
よ
い
除
雪
作
業
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

再
度
要
望

除
雪
基
金
の
設
置
を

　
数
年
ご
と
に
起
こ
る
豪
雪
で

は
、
た
び
た
び
補
正
予
算
を
組

ん
で
対
応
し
て
い
る
。
た
び
た

び
起
こ
る
豪
雪
に
対
応
す
る
た

め
、
除
排
雪
費
の
資
金
を
回
転

運
用
で
き
る
基
金
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
除
排
雪
費
の
平
準
化

が
図
ら
れ
、
毎
年
の
予
算
編
成

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
く

な
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

山
本
市
長　
財
政
調
整
基
金
は

災
害
対
応
と
し
て
の
性
格
も
有

す
る
こ
と
か
ら
、
今
般
の
豪
雪

等
に
当
該
基
金
を
活
用
し
、
機

動
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

最
も
効
率
的
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

狩か

野の

佳よ
し

和か
ず

議
員

武た
け

田だ

正し
ょ
う

二じ

議
員

除
排
雪
を
し
っ
か
り
と
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一 般 質 問

学
校
や
公
共
施
設
の
水
道
蛇
口

改
修
で
感
染
予
防
対
策
を

令
和
３
年
度
施
政
方
針
に

つ
い
て

　
市
内
小
中
学
校
や
公
共
施
設

の
水
道
の
蛇
口
は
、
回
転
式
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ

れ
か
ら
の
感
染
予
防
対
策
と
し

て
、
レ
バ
ー
式
に
改
修
し
た
ほ

う
が
よ
い
と
思
う
が
、
今
後
改

修
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
換
気
や
二
酸
化
炭
素

濃
度
、
室
温
・
湿
度
の
環
境
衛

生
対
策
に
つ
い
て
、
現
状
と
今

後
の
取
組
み
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
学
校
ト
イ
レ
の
改

修
工
事
に
併
せ
、
手
洗
い
場
の

蛇
口
を
非
接
触
式
に
す
る
計
画

で
あ
る
。
学
校
の
水
飲
み
場
及

び
公
共
施
設
で
は
、
水
道
の
使

い
方
に
合
わ
せ
て
改
修
す
る
必

要
が
あ
り
、
今
後
、
不
特
定
多

　
令
和
３
年
度
施
政
方
針
で
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組

む
と
と
も
に
本
市
の
重
点
施
策

で
あ
る
子
育
て
支
援
を
さ
ら
に

充
実
し
、
日
本
一
の
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
を
目
指
す
。
ま

た
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
増
進

を
図
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
市
長
は
こ
れ
ま
で
常
々
、
何

事
に
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
し
て
い
く
と
言
っ
て
い
た

が
、
ど
う
も
最
近
ス
ピ
ー
ド
感

が
遅
く
な
っ
て
き
た
感
が
あ
る
。

　

ま
た
、「
市
民
目
線
に
立
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
さ
ら

な
る
高
み
を
目
指
し
た
挑
戦
を

続
け
て
い
く
」
と
あ
る
が
、
こ

数
の
方
が
使
用
す
る
箇
所
を
優

先
し
て
、順
次
改
修
を
進
め
る
。

　
市
内
小
中
学
校
で
は
、
教
育

委
員
会
が
作
成
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
て
、
小
ま
め
に
換
気
を
行

う
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
濃
度

や
室
温
・
湿
度
の
環
境
衛
生
対

策
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
全
て

の
公
共
施
設
で
換
気
の
取
り
決

め
を
行
い
、
小
ま
め
に
換
気
を

し
て
い
く
。

フ
レ
イ
ル
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

予
防
対
策
の
推
進
を

　
健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
、
フ

レ
イ
ル
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
予

防
の
た
め
、
食
事
、
栄
養
、
運

動
、
社
会
参
加
の
重
要
性
を
周

知
、
実
践
し
て
も
ら
う
た
め
に

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
栄
養
の
整
っ
た
食
生
活
の
た

め
に
「
お
食
事
手
帳
」
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
低
栄
養
に
よ
る
運

動
機
能
低
下
を
防
止
す
る
た
め

に
、
保
健
師
に
よ
る
健
康
指
導

や
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指

導
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
介

護
予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、

お
食
事
手
帳
な
ど
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
栄
養
改
善
等
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
く

に
は
、
若
い
う
ち
か
ら
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
に
も
早
い
段
階
か
ら
介
護
予

防
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
普
及

と
啓
発
に
努
め
る
。

れ
を
成
就
す
る
に
は
縦
割
り
行

政
で
な
く
ワ
ン
チ
ー
ム
で
結
束

す
べ
き
で
あ
る
。

　
地
方
公
務
員
法
第
３０
条
「
全

て
職
員
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
公
共
の
利
益
の
た
め
に
勤
務

し
、
か
つ
職
務
遂
行
に
当
た
っ

て
は
全
力
を
挙
げ
て
こ
れ
に
専

念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

そ
し
て
、
憲
法
第
１５
条
に
お
い

て
も
、「
全
て
公
務
員
は
全
体

の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の

奉
仕
者
で
は
な
い
」
と
あ
る
の

で
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、

な
れ
合
い
で
は
な
く
、
お
互
い

緊
張
感
を
持
っ
て
、
前
例
踏
襲

で
は
な
く
、
創
造
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
意
識
改
革
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の

考
え
は
。

山
本
市
長　
職
員
の
意
識
改
革

は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
就
任
当
時
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い

な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、
今
後

と
も
粘
り
強
く
努
力
し
て
い
き

た
い
。
組
織
の
あ
り
方
も
、
報

告
等
の
連
絡
体
制
や
責
任
の
所

在
を
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
課
題
や
考
え
方
を
整

理
し
な
が
ら
、
職
員
と
話
し
合

い
、
職
員
の
意
識
向
上
と
活
力

あ
る
職
場
の

雰
囲
気
づ
く

り
に
さ
ら
な

る
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。

山や
ま

口ぐ
ち

桂け
い

子こ

議
員

水み　
戸と　
　
　
保た

も
つ　

議
員
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㈱
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
天
童
と

天
童
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
つ
い
て

不
育
症
の
治
療
に

費
用
等
の
支
援
を

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
天
童
の
経

営
健
全
化
に
向
け
、
ビ
ー
フ

リ
ー
の
抜
本
的
な
改
革
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
ビ
ー
フ

リ
ー
の
あ
り
様
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
ビ
ー
フ
リ
ー
の
運
営

を
見
直
す
こ
と
で
、
天
童
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
利
用
も
見
直
し

が
必
要
と
な
る
。
天
童
駅
前
の

に
ぎ
わ
い
創
出
や
活
性
化
に
資

す
る
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

山
本
市
長　
ビ
ー
フ
リ
ー
の
運

営
は
ビ
ル
管
理
費
な
ど
の
固
定

経
費
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
り
現
在
の
事
業
を
継

続
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
の

　
不
育
症
と
は
、
２
回
以
上
の

流
産
、
死
産
や
早
期
新
生
児
死

亡
を
繰
り
返
す
こ
と
と
定
義
さ

れ
、
２
回
以
上
の
流
産
既
往
歴

を
持
つ
方
が
年
間
約
３
万
１
０

０
０
人
発
症
し
て
い
る
。
研
究

が
進
み
、
検
査
と
適
切
な
治
療

で
、
約
８
割
の
方
が
出
産
で
き

る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
検
査

や
治
療
の
多
く
が
保
険
適
用
外

で
、
経
済
的
負
担
が
大
き
い
。

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
費
用

の
助
成
制
度
が
必
要
で
は
。
特

に
、
ヘ
パ
リ
ン
療
法
の
自
己
負

担
分
の
治
療
費
を
助
成
し
て
は

ど
う
か
。

山
本
市
長　

令
和
３
年
度
か

ら
、
保
険
適
用
外
検
査
に
対
す

た
め
、
令
和
３
年
度
は
市
が
経

済
的
な
支
援
を
し
た
上
で
、
現

状
の
ま
ま
事
業
を
継
続
し
た

い
。
令
和
４
年
度
以
降
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
９
月

末
ま
で
に
ビ
ー
フ
リ
ー
の
抜
本

的
な
改
革
案
を
議
会
へ
示
し
、

会
社
が
持
続
可
能
な
経
営
を
行

え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
事
業
の
見
直
し
で
ス
ペ
ー
ス

が
生
じ
た
場
合
、
駅
前
の
に
ぎ

わ
い
創
出
を
念
頭
に
置
き
、
市

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
活

用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の

米
飯
施
設
整
備
に
つ
い
て

　
本
市
は
山
形
市
が
示
し
た
米

飯
施
設
の
広
域
運
営
に
不
参
加

を
表
明
し
、
学
校
給
食
用
米
飯

を
独
自
に
調
達
す
る
方
針
を
決

定
し
た
。「
か
ら
弁
」
の
解
消

や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
の
充
実
等

の
課
題
解
決
に
向
け
た
今
後
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

相
澤
教
育
長　
こ
の
た
び
の
山

形
市
の
提
案
は
、
比
較
検
討
し

た
結
果
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い

た
め
不
参
加
と
決
定
し
た
。
令

和
４
年
度
か
ら
の
米
飯
の
提
供

は
民
間
事
業
者
へ
委
託
し
、
将

来
的
な
提
供
の
あ
り
方
は
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児

童
生
徒
の
安
全
安
心
の
た
め
に

は
、
早
急
に
ア
レ
ル
ギ
ー
調
理

室
の
増
築
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
「
か
ら
弁
」
の
解
消
は
、
米

飯
用
の
食
器
購
入
や
食
器
洗
浄

機
の
更
新
な
ど
が
必
要
と
な

り
、引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

る
国
と
県
の
助
成
事
業
が
創
設

さ
れ
る
。
そ
の
動
向
を
注
視
し

て
検
討
し
た
い
。

桃
園
健
康
福
祉
部
長　
新
た
な

国
と
県
の
検
査
費
用
に
対
す
る

助
成
事
業
は
、
１
回
５
万
円
を

上
限
に
助
成
す
る
。
対
象
は
、

研
究
段
階
に
あ
る
保
険
外
併
用

で
実
施
す
る
検
査
に
対
し
、
自

治
体
が
助
成
を
行
う
場
合
、
国

と
県
が
補
助
を
行
う
と
さ
れ

る
。
治
療
費
用
の
助
成
は
、
周

辺
自
治
体
の
取
組
み
を
参
考
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

相
談
窓
口
の
設
置
と

市
民
へ
の
周
知

　
不
育
症
の
認
知
度
は
低
く
、

不
育
症
と
診
断
さ
れ
た
夫
婦
の

多
く
が
強
い
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

て
い
る
。
気
軽
に
相
談
で
き
る

窓
口
の
設
置
と
、
社
会
的
な
理

解
の
促
進
を
図
る
た
め
、
市
民

へ
の
周
知
が
必
要
で
は
。

山
本
市
長　
県
内
の
不
育
症
相

談
窓
口
は
、
山
大
医
学
部
附
属

病
院
と
４
カ
所
の
保
健
所
で
あ

る
。
不
育
症
で
精
神
的
に
強
い

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
場

合
、
市
健
康
課
や
保
健
所
に
気

軽
に
相
談
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

市
民
に
不
育
症
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
、
周
知
に
努
め
る
。

　
子
育
て
支
援
日
本
一
を
目
指

し
て
、
ま
ず
は
安
心
し
て
子
ど

も
が
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
が
重
要
だ
。
妊
娠
し
て
も

出
産
に
至
ら
な
い
方
の
精
神
的

あ
る
い
は
肉
体
的
、
経
済
的
な

不
安
が
大
き
い
と
理
解
し
、
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

鈴す
ず

木き

照し
ょ
う

一い
ち

議
員

野の　
口ぐ

ち　
さ
つ
き
議
員

一 般 質 問
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一 般 質 問

こ
れ
か
ら
の
町
内
会
に
本
市
は

ど
う
か
か
わ
り
を
考
え
て
い
る
の
か

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
３

世
代
が
多
か
っ
た
時
代
と
比
べ

今
は
世
帯
の
人
数
も
少
な
く
地

域
で
の
活
動
の
負
担
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
地
域
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
が
低
下
し

住
民
連
帯
感
の
希
薄
化
が
感
じ

ら
れ
る
が
、
本
市
は
現
状
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
町
内
会
が
取
り
組
む
課
題
に

つ
い
て
、
行
政
組
織
も
連
携
し

て
相
互
協
力
体
制
を
強
化
し
、

き
め
細
か
く
支
援
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
若
い
世
代
も

男
女
問
わ
ず
地
域
で
活
動
で
き

る
取
組
み
と
、
負
担
軽
減
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
公

民
館
分
館
の
備
品
購
入
や
改
築

工
事
に
お
い
て
、
世
帯
数
の
少

な
い
地
域
の
町
内
会
負
担
が
多

く
、
本
市
か
ら
の
一
律
補
助
率

は
不
公
平
感
を
感
じ
る
。
地
域

の
事
情
に
合
わ
せ
た
制
度
の
見

直
し
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
本

市
の
考
え
を
伺
う
。

山
本
市
長　
自
治
組
織
は
、
地

区
内
の
住
民
同
士
が
協
力
し

合
っ
て
、
住
み
よ
い
地
域
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
自
主
的
に
組

織
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
本
市
で
も
、
世
帯
分

離
に
よ
る
世
帯
員
数
の
減
少
が

進
み
、
現
在
で
は
１
世
帯
当
た

り
２
・
７４
人
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
共
働
き
率
の
上
昇
な

ど
、
生
活
様
式
の
多
様
化
に
よ

り
、
自
治
組
織
自
体
の
活
力
も

減
退
し
て
い
る
と
危
惧
し
て
い

る
。
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
地

域
防
災
や
地
域
福
祉
等
の
多
岐

に
わ
た
り
、
自
治
組
織
か
ら
の

協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
市

で
は
、
自
治
組
織
の
自
主
性
を

最
大
限
尊
重
し
た
上
で
、
活
性

化
に
向
け
き
め
細
か
い
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
地
域
に
負
担
を
か
け

な
い
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
点
か
ら
調
査
研
究
を
し
て
い

き
た
い
。

　
公
民
館
分
館
の
整
備
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
世
帯
数
が
少
な

い
地
域
で
は
地
元
の
負
担
も
多

く
な
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る

が
、
長
期
的
な
資
金
計
画
の

下
、
本
市
の
助
成
制
度
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

松ま
つ

田だ

光み
つ

也や

議
員

議 会 の う ご き議 会 の う ご き
（２月１日～３月３１日）

■２月
　２日　市長要請環境福祉常任委員会（天童市高齢者福

祉計画・第８期天童市介護保険事業計画（案）に
ついて、認定こども園運営事業者（公私連携法
人）候補者の決定について）

　３日　市長要請総務教育常任委員会（第四次男女共同
参画推進計画（素案）について）

　４日　市長要請経済建設常任委員会（現在の除雪の状
況について）

　９日　総務教育常任委員会協議会
　　　　環境福祉常任委員会協議会
　　　　経済建設常任委員会協議会
　１０日　市長要請全員協議会
　１２日　市長要請環境福祉常任委員会（天童市民病院の

経営状況について）
　　　　新型コロナ支援本部役員会
　１５日　市長要請経済建設常任委員会（（仮称）天童南ス

マートインターチェンジ整備事業について、現
在の除雪の状況について）

　　　　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会・議会
運営委員会

　１６日　市長要請全員協議会
　　　　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　１８日　議会運営委員会
　２５日　市長要請環境福祉常任委員会(高齢者移動サー

ビス事業における不適切な取扱いを行った事業
者に対する処分について)

　　　　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会全員協
議会・定例会

　２６日　広報委員会
　２６日～３月１８日　第９回市議会定例会
■３月
　５日　市長要請環境福祉常任委員会（国民健康保険に

おける傷病手当金について）
　　　　市長要請各派代表者会（人権擁護委員の推薦に

ついて）
　８日　市長要請経済建設常任委員会（山口西工業団地

整備事業に係る経営戦略の策定について）
　１２日　市長要請経済建設常任委員会（国の令和２年度

第３次補正予算に係る道路事業について、強い
農業・担い手づくり総合支援交付金（被災農業
者支援型）について）

　　　　新型コロナ支援本部役員会
　１５日　市長要請全員協議会
　　　　市長要請総務教育常任委員会（小学校トイレ改

修について）
　　　　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　１７日　議会運営委員会
　１８日　広報委員会
　１９日　環境福祉常任委員会所管事務調査（天童市高齢

者移動サービス事業における不適切な取扱いを
行った事業者に対する処分について）

　２３日　災害時等における電動車両の貸与に関する協力
協定締結式（議長、副議長、各常任委員長）

　２９日　総務教育常任委員会所管事務調査（市立山口公
民館）

　　　　市長要請環境福祉常任委員会（高齢者移動サー
ビス事業の要綱等について）

　　　　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　３０日　市長要請全員協議会
　　　　議会運営委員会

てんどう市議会だより №172てんどう市議会だより №1729



ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
派
遣
時
数
を
拡
大

す
る
。
前
年
度
は
９
３
６
時
間

だ
が
、
今
年
度
は
２
４
２
０
時

間
に
す
る
。
具
体
的
に
は
大
規

模
校
で
１
週
間
に
６
時
間
を
３０

回
、
小
規
模
校
で
１
週
間
に
４

時
間
を
３０
回
、
先
行
実
施
し
て

い
る
寺
津
小
で
１
週
間
に
４
時

間
を
２０
回
と
な
る
。

エ
ー
ル
天
（
１０
）
っ
て

な
ぁ
に
？

委
員　
小
中
学
校
入
学
応
援
金

「
エ
ー
ル
天
（
１０
）
支
給
事
業
」

の
内
容
と
支
給
手
続
き
、
支
給

時
期
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
子
育
て
家

庭
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
少
子

化
対
策
推
進
の
た
め
、
５
月
１

日
の
基
準
日
に
本
市
に
住
所
が

あ
る
小
・
中
学
校
の
新
１
年
生

の
保
護
者
に
、
児
童
生
徒
１
人

当
た
り
１０
万
円
の
入
学
応
援
金

を
支
給
す
る
。

　
５
月
上
旬
に
市
か
ら
申
請
書

を
郵
送
し
、
５
月
末
ま
で
申
請

す
る
と
７
月
上
旬
に
振
り
込
ま

れ
る
。
小
学
生
５
５
０
人
、
中

学
生
６
０
０
人
が
対
象
。
事
業

支
援
員
の
人
数
増
で
児
童
生

徒
に
き
め
細
か
い
支
援
を

委
員　
す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル
支

援
員
増
員
の
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長　
今
年
度
は
、

こ
れ
ま
で
支
援
員
を
配
置
し
て

い
な
か
っ
た
寺
津
小
、
干
布
小

へ
新
た
に
各
１
名
配
置
し
、
児

童
数
が
増
加
し
て
い
る
高
擶
小

は
１
名
増
員
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
市
内
全
小
学
校
に
、
規
模

に
応
じ
て
１
～
３
名
の
支
援
員

が
配
置
さ
れ
、
２０
名
体
制
と
な

る
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
推
進
員
の
派
遣

を
拡
大

委
員　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
業
務

委
託
料
１
０
６
４
万
８
０
０
０

円
の
詳
細
は
。

学
校
教
育
課
長　
各
学
校
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
を
ス

費
は
シ
ス
テ
ム
改
修
費
も
含
め

約
１
億
２
０
０
０
万
円
。

市
立
保
育
園
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
シ
ス
テ
ム

委
員　
市
立
保
育
園
等
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

目
的
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
災
害
時
等

の
保
護
者
と
の
緊
急
連
絡
体
制

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
保
育

士
の
事
務
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
。

　
緊
急
連
絡
の
ほ
か
、
欠
席
・

遅
刻
連
絡
、
お
便
り
・
行
事
予

定
の
配
信
、
登
降
園
管
理
も
可

能
に
な
る
。

　
市
立
保
育
園
４
園
で
９５
万
８

０
０
０
円
。
児
童
館
１
館
で
２２

万
６
０
０
０
円
。

高
齢
者
移
動
サ
ー
ビ
ス

の
変
更
点
は

委
員　
高
齢
者
移
動
サ
ー
ビ
ス

が
変
更
さ
れ
る
が
改
善
点
は
。

保
険
給
付
課
長　
要
介
護
３
～

５
認
定
の
自
立
歩
行
が
困
難
な

高
齢
者
が
対
象
。
要
介
護
１
～

２
で
も
座
位
保
持
が
困
難
な
場

合
は
対
象
と
な
る
。
介
護
車
両

が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
に
伴

い
、
軽
自
動
車
の
車
両
に
つ
い

て
も
助
成
対
象
と
し
、
利
便
性

向
上
の
た
め
こ
れ
ま
で
の
３
０

０
０
円
券
か
ら
１
０
０
０
円
の

助
成
券
に
細
分
化
す
る
。
１
回

当
た
り
の
利
用
の
上
限
は
６
０

０
０
円
と
し
、
年
間
７４
枚
を
交

付
す
る
。
田
麦
野
地
区
は
８４
枚

交
付
。
こ
れ
ま
で
在
宅
の
み

だ
っ
た
が
介
護
施
設
か
ら
医
療

機
関
等
へ
の
臨
時
的
な
利
用
も

可
能
と
な
る
。
事
業
費
は
８
７

７
万
円
。

予算特別委員会 令和３年度当初予算

261億3000万円を可決
小中学校入学応援金
「エール天（１０）支給事業」など

　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
・
審

査
後
、
本
会
議
に
お
い
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

令和3年５月１日発行令和3年５月１日発行 10
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通
年
型
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作

事
業

委
員　
通
年
型
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作

業
務
委
託
料
６
６
２
万
９
０
０

０
円
の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　
旅
行
先
の
選

択
手
段
と
し
て
、
動
画
に
よ
る

選
択
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

年
間
を
通
し
た
観
光
情
報
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
網
羅
し
た
通
年

型
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
道
の
駅
天
童

温
泉
で
放
映
す
る
こ
と
で
、
市

外
へ
の
情
報
発
信
の
強
化
と
観

光
客
の
回
遊
性
の
向
上
を
図
る
。

　
他
自
治
体
と
の
差
別
化
や
本

市
の
認
知
度
が
低
い
若
年
層
に

ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
る
た
め
、
ナ

レ
ー
タ
ー
に
ア
ニ
メ
「
３
月
の

ラ
イ
オ
ン
」
川
本
ひ
な
た
役
の

人
気
声
優
の
花
澤
香
菜
さ
ん
を

起
用
す
る
。

つ
つ
じ
公
園
内
の

駆
除
木
を
撤
去

委
員　
伐
倒
駆
除
木
処
分
業
務

委
託
料
３
０
０
万
円
の
内
容

は
、
単
年
度
の
事
業
か
。

農
林
課
長　
森
林
病
害
虫
の
駆

除
木
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
が

管
理
す
る
の
が
原
則
で
あ
る

が
、
経
年
劣
化
等
に
よ
る
物

的
・
人
的
被
害
の
危
険
性
が
高

い
観
光
地
や
住
宅
地
周
辺
に
静

置
し
て
い
る
駆
除
木
の
撤
去
を

行
う
。
令
和
３
年
度
は
、
舞
鶴

山
つ
つ
じ
公
園
内
の
１
５
０
立

方
㍍
の
処
分
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
の
後
は
若
松
集
落
付
近

を
計
画
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
２５
億
円

を
見
込
む

委
員　
ふ
る
さ
と
納
税
の
見
込

み
と
取
組
み
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長　
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
に
加
え
、
１０

月
に
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し

た
。
１０
月
か
ら
つ
や
姫
の
新
し

い
返
礼
品
を
導
入
し
た
と
こ

ろ
、
巣
ご
も
り
の
需
要
の
影
響

も
あ
り
申
込
み
が
増
え
て
い

る
。
全
体
の
リ
ピ
ー
ト
率
も
増

え
て
お
り
、
令
和
３
年
度
は
２５

億
円
の
寄
附
を
見
込
ん
で
い
る
。

結
婚
新
生
活
の
支
援

委
員　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

の
１
２
０
０
万
円
の
内
容
は
。

地
方
創
生
推
進
監　
新
婚
世
帯

が
新
生
活
を
行
う
住
宅
賃
借
費

用
及
び
引
っ
越
し
費
用
に
上
限

６０
万
円
と
し
て
補
助
を
行
う
も

の
。
周
知
に
関
し
て
は
市
報

や
、
窓
口
で
チ
ラ
シ
の
配
布
を

考
え
て
い
る
。
ほ
か
に
有
効
な

広
報
も
今
後
考
え
て
い
く
。

新
た
な
市
街
地
候
補
を

選
定

委
員　
新
市
街
地
適
地
選
定
業

務
委
託
料
１
８
１
５
万
２
０
０

０
円
の
内
容
は
。

都
市
計
画
課
長　
新
市
街
地
と

し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
芳
賀

土
地
区
画
整
理
事
業
が
令
和
３

年
度
で
完
了
す
る
。
ま
た
、
市

街
地
で
の
未
利
用
地
は
ほ
と
ん

ど
な
い
状
況
に
あ
る
。
定
住

者
・
移
住
者
の
受
け
皿
と
な
る

住
宅
地
を
整
備
し
供
給
す
る
た

令和３年度予算のあらまし
会計区分 今年度当初

予算（万円）
前年度当初
予算（万円）

伸び率
（％）

一 般 会 計 ２６１億３０００ ２６２億８０００ △０．６
特 別 会 計 １３２億５７２８ １３５億 ９５７ △１．９
国 民 健 康 保 険 ６０億３７８０ ６１億６８５０ △２．１
用 地 買 収 ２４９ ２８０ △１１．３
財 産 区 １０３ １５０ △３１．２
介 護 保 険 ６１億４７７３ ５９億７２９２ ２．９
市 民 墓 地 ７８３ ３８９ １０１．１
後期高齢者医療 ７億７６０９ ７億４９１２ ３．６
工業団地整備事業 ２億８４３１ ６億１０８４ △５３．５
企 業 会 計 ７１億７５８９ ７４億 ６４４ △３．１
水 道 事 業 ２２億２１８０ ２１億８９０４ １．５
天童市民病院事業 １８億２４０１ ２０億４８２２ △１０．９
公共下水道事業 ３１億３００９ ３１億６９１８ △１．２
合 計 ４６５億６３１７ ４７１億９６０１ △１．３

小中学校入学応援金「エール天（１０）」支給事業 １億１９７１万円
主な新規事業

経営継承・発展等支援事業 ２００万円

排水ポンプ車整備事業 １１６０万円

窓口キャッシュレス決済導入事業 ６８万円

子育てシティプロモーション事業 ３８８万円

山口児童館認定こども園移行事業 １億１５７８万円

重粒子線がん治療患者支援事業 １２６万円

スマートインターチェンジ整備事業 ２９７０万円

スポーツセンター施設改修事業 ２億２００３万円

明治大学連携事業（リバティアカデミー） ２６５万円

てんどう市議会だより №172てんどう市議会だより №17211



め
、
新
市
街
地
と
し
て
の
適
地

を
選
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
複
数
の
候
補

地
を
抽
出
し
た
上
で
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
各
種
法
規
制
と
の
関

係
や
交
通
の
便
、
公
共
施
設
等

の
有
無
な
ど
多
様
な
視
点
か
ら

評
価
し
、
適
地
を
選
定
す
る
。

空
き
家
利
活
用
支
援

事
業
等
を
充
実

委
員　
空
き
家
対
策
事
業
、
定

住
促
進
事
業
を
大
き
く
見
直
し

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

建
設
課
長　
空
き
家
利
活
用
支

援
事
業
、
定
住
促
進
・
子
育
て

世
帯
支
援
事
業
、
空
き
家
除
却

事
業
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

支
援
事
業
の
４
つ
の
事
業
内
容

を
活
用
し
や
す
い
よ
う
に
見
直

し
た
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て

い
く
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
課

で
実
施
す
る
「
子
育
て
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
と
も

連
携
し
周
知
し
て
い
く
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

活
用
し
た
防
犯
対
策

委
員　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

の
か
。

生
活
環
境
課
長　
天
童
警
察
署

と
連
携
し
な
が
ら
、
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
搭
載
し
た
自
動
車

を
所
有
す
る
市
民
や
企
業
に
協

力
を
呼
び
か
け
、市
に
登
録
し
て

も
ら
う
。事
件・
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
一
斉
メ
ー
ル
で
天

童
警
察
署
へ
の
画
像
提
供
の
協

力
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

施
設
改
修
計
画

委
員　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改

修
事
業
の
内
容
は
。
ま
た
、
改

修
に
よ
り
使
用
で
き
な
く
な
る

期
間
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
の
吊
り
天
井
改
修
と

照
明
器
具
及
び
音
響
設
備
の
改

修
工
事
で
あ
る
。
な
お
、
改
修

に
よ
り
使
用
で
き
な
く
な
る
期

間
は
令
和
３
年
９
月
か
ら
令
和

４
年
３
月
ま
で
の
約
半
年
間
を

想
定
し
て
い
る
。

令和２年度一般会計補正予算
いよいよ新型コロナウイルスワクチン接種始まる

　２月２６日、３月１８日の本会議に一般会計及び特別会計を含む７会計の補正予算が
上程され、原案のとおり可決されました。主な内容は次のとおりです。

●一般会計補正予算（第１１号）
・新型コロナウイルス感染症対策に要する経費の増額 �  １億９２４７万円

●一般会計補正予算（第１２号及び第１３号）
・除排雪業務委託料の増額 �  ２億円

●一般会計補正予算（第１４号）
・ふるさと応援寄附金の増額に対応した返礼品等に要する経費の増額 �  １億５８万円
・障がい者の自立支援のための障がい者福祉扶助費の増額 �  ３９１４万円
・雇用調整助成金申請代行補助金の増額 �  １４００万円

●一般会計補正予算（第１５号）
・市民を対象とした新型コロナウイルスワクチンの接種に係る諸費用を増額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　�  ２億８３９４万円
・市道東ノ崎線及び山元道満線の用地測量等に係る工事関連委託料の増額
・市道寺津新田線及び矢野目久野本線道路改修工事費の増額� ２億２２８万円
・市道天童東根線道路改良工事に係る工事費の増額
・小学校のトイレ改修工事費及び監理に係る工事関連委託料の計上 �  ２億６１７万円

令和3年５月１日発行令和3年５月１日発行 12
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提出された議案とその結果
令和２年度第９回市議会定例会に提出された議案とその結果は、次のとおりです。

第９回定例会（2月26日～3月18日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１０号
令和２年度天童市一般会計補正予算（第
１１号）の専決処分の承認を求めることに
ついて

承　　認
（全会一致）

報第１１号
令和２年度天童市一般会計補正予算（第
１２号）の専決処分の承認を求めることに
ついて

承　　認
（全会一致）

報第１２号
令和２年度天童市一般会計補正予算（第
１３号）の専決処分の承認を求めることに
ついて

承　　認
（全会一致）

議第１０３号 令和２年度天童市一般会計補正予算
（第１４号）

原案可決
（全会一致）

議第１０４号 令和２年度天童市国民健康保険特別会計
補正予算（第６号）

原案可決
（全会一致）

議第１０５号 令和２年度天童市介護保険特別会計補正
予算（第６号）

原案可決
（全会一致）

議第１０６号 令和２年度天童市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第５号）

原案可決
（全会一致）

議第１０７号 令和２年度天童市工業団地整備事業特別
会計補正予算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第１０８号 令和２年度天童市民病院事業会計補正予
算（第５号）

原案可決
（全会一致）

議第１０９号 令和２年度天童市公共下水道事業会計補
正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第１１０号 令和３年度天童市一般会計予算 原案可決
（全会一致）

議第１１１号 令和３年度天童市国民健康保険特別会計
予算

原案可決
（全会一致）

議第１１２号 令和３年度天童市用地買収特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第１１３号 令和３年度天童市財産区特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第１１４号 令和３年度天童市介護保険特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第１１５号 令和３年度天童市市民墓地特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第１１６号 令和３年度天童市後期高齢者医療特別会
計予算

原案可決
（全会一致）

議第１１７号 令和３年度天童市工業団地整備事業特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第１１８号 令和３年度天童市水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議第１１９号 令和３年度天童市民病院事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第１２０号 令和３年度天童市公共下水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議第１２１号 天童市手数料条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第１２２号 天童市介護保険条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第１２３号
天童市指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第１２４号

天童市指定地域密着型介護予防サービス
の事業の人員、設備及び運営並びに指定
地域密着型介護予防サービスに係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第１２５号
天童市指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準等を定める条例の
一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第１２６号

天童市指定介護予防支援等の事業の人員
及び運営並びに指定介護予防支援等に係
る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第１２７号 天童市道路占用料条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第１２８号 天童市駐車場の設置及び管理に関する条
例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第１２９号 天童市立公民館の設置及び管理に関する
条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第１３０号 天童市地域交流・活性化センターの設置
及び管理に関する条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第１３１号 山口西工業団地の分譲地の処分について 原案可決
（全会一致）

議第１３２号 市道の認定及び廃止について 原案可決
（全会一致）

議第１３３号 河北町道路線の廃止の承諾について 原案可決
（全会一致）

議第１３４号 令和２年度天童市一般会計補正予算
（第１５号）

原案可決
（全会一致）

議第１３５号 天童市国民健康保険条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第１３６号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて

異議なし
（全会一致）

　現人権擁護委員が、令和３年６月３０日
をもって任期満了になることに伴い、そ
の後任として加藤昭男氏（駅西）を推薦
することに異議なく同意しました。

人権擁護委員の
推薦に同意

インターネットで議会中継
　　　　　 スマホやタブレットでも

https://www.city.tendo.yamagata.jp/
congress/chuukei/chuukei.html

　本会議は、インターネットでライブ配信してお
ります。また、過去の本会議の映像もご覧いただ

けます。パソコンだけでなく、スマートフォンやタブ
レットでも視聴できますので、下記の天童市ホーム
ページをぜひご利用ください。

てんどう市議会だより №172てんどう市議会だより №17213



大きな窓と高い天井で
　　開放感があり明るい館内

新型コロナウイルス感染症に関する提言（４回目）

国への支援策の提言等について
（１）�医療・介護従事者への支援拡充や持続化給付金の再

給付等。

感染症防止対策について
（１）感染が確認された施設の消毒等に要する経費。
（２）高齢者施設職員の定期的なＰＣＲ検査費用。
（３）�感染者の濃厚接触者が直ちに検査できる抗原検査キッ

トの準備。

その他の支援策等について
（１）ワクチン接種の体制構築と市民への情報開示。
（２）�ワクチン接種が予定されている施設に行けない市

民への支援。
（３）�誹謗中傷等に関する相談窓口の設置及び弁護士へ

の相談料等の支援。
（４）災害時避難所の運営計画見直し。
（５）�高齢者向けに自宅でできるサービスや運動メニュー

の提供。
（６）買い物等代行サービスの検討。
（７）�需要の減少に伴う農畜産物等を販売するシステム

の構築。
（８）�県外在住の学生へ支援物資の再支給。
（９）自立支援に関する相談窓口の人員体制の強化。

上記の各項目を実行するための予算措置を講じること。

これまで天童市議会では、地域から寄せられた声を集約し、市対策本部に提言書として提出してきました。
２月１９日には、４回目となる提言書を市対策本部に提出しました。

　2月２５日、東根市外二市一町共立衛生
処理組合議会が開催され、令和３年度予
算などの審議が行われ、採決の結果、異
議なく原案のとおり可決されました。
　令和３年度構成市町ごとの負担金は下
表のとおりです。

令和３年度各市町負担金（概算額）（単位:千円）

市町名
項　目 比　較

Ｒ3年度
（概算）

Ｒ2年度
（概算） 差額 増減率

天童市 ４００，９８５ ３６４，８７３ ３６，１１２ ９．９０％

東根市 ３３０，５７１ ３０４，８３２ ２５，７３９ ８．４４％

村山市 １６４，９２７ １４９，４８４ １５，４４３ １０．３３％

河北町 １４３，０５０ １２８，５０３ １４，５４７ １１．３２％

合　計 １，０３９，５３３ ９４７，６９２ ９１，８４１ ９．６９％

東根市外二市一町
共立衛生処理組合議会

令和３年度　組合予算
３１億１３２３万５０００円

　３月２９日、新たに完成した山口地域交流・活性化セ
ンターの現地視察を行いました。
　昭和５２年から山口地域の方々に親しまれ、地域活動
の拠点だった市立山口公民館が、新たに山口地域交
流・活性化センターとしての機能を持ち合わせてこの
たび完成しました。本市と仙台市を結ぶ玄関口に、地
域内外の幅広い世代が交流し、地域が活性化すること
を目的として建設されました。
　太陽光発電と蓄電設備が設置され、非常時の防災施
設としても期待されています。
　施設の隅々まで地域の皆さまの思いが詰まった新山
口公民館。須藤公民館長を先
頭に、「１人の100歩より、
100人の１歩を尊重した地域
づくり」を目指します。「集
う」「学ぶ」「つなぐ」コミュ
ニケーションの場として親し
まれ、地域のにぎわいづくり
の拠点として活用されること
を切に願います。

総務教育常任委員会委員会活動

（１）雇用調整助成金申請代行補助金申請期限の延長。
（２）�観光業（飲食業）等緊急経営支援給付金（宿泊、旅行、

貸切バス、タクシー、土産店）、及び天童温泉等緊
急経営支援給付金の追加支援。

（３）�天童市飲食業等緊急支援給付金の卸売業等への拡
充（食材、酒類、飲料水、ホテル関連業者等）。

（４）�プレミアム付商品券の再発行や二次元コード決済
等を利用した新たな消費喚起事業の検討。

（５）プレミアム付商品券の換金業務の見直し。
（６）休業支援金が受け取れない市民への支援。

経済・雇用対策について
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議会報告・意見交換会を
開催します

【下記の日程で、各市立公民館を会場に午後７時から行います】

　議会の活動状況や特に議論になった話題などについて報告するとともに、
地域の課題についての意見交換を行います。ぜひ、ご参加ください。

※新型コロナウイルス感染防止対策のため、事前の申し込みが必要です。
　参加をご希望の方は議会事務局までお問い合わせください。（☎654-1111 内線353）

Ｂ班

石 垣 昭 一、狩 野 佳 和
遠 藤 敬 知、渡 辺 博 司
佐 藤 俊 弥、古 澤 義 弘

石 垣 昭 一、狩 野 佳 和
遠 藤 敬 知、渡 辺 博 司
佐 藤 俊 弥、古 澤 義 弘

５月18日（火）　天童南部
５月19日（水）　寺　　津
５月20日（木）　高　　擶

５月18日（火）　天童南部
５月19日（水）　寺　　津
５月20日（木）　高　　擶

Ｃ班

水戸 保、村 山 俊 雄
水 戸 芳 美、武 田 正 二
三 宅 和 広

水戸 保、村 山 俊 雄
水 戸 芳 美、武 田 正 二
三 宅 和 広

５月18日（火）　干　　布
５月19日（水）　山　　口
５月20日（木）　天童北部

５月18日（火）　干　　布
５月19日（水）　山　　口
５月20日（木）　天童北部

Ｄ班

山 口 桂 子、遠 藤 喜 昭
笹 原 隆 義、野口さつき
五十嵐浩之

山 口 桂 子、遠 藤 喜 昭
笹 原 隆 義、野口さつき
五十嵐浩之

５月18日（火）　津　　山
５月19日（水）　長　　岡
５月20日（木）　荒　　谷

５月18日（火）　津　　山
５月19日（水）　長　　岡
５月20日（木）　荒　　谷

Ａ班

伊 藤 和 子、鈴 木 照 一
松 田 光 也、熊 澤 光 吏
佐 藤 孝 一

伊 藤 和 子、鈴 木 照 一
松 田 光 也、熊 澤 光 吏
佐 藤 孝 一

※田麦野地区は、山口地区と合同で市立山口公民館にて行います。※田麦野地区は、山口地区と合同で市立山口公民館にて行います。

５月18日（火）　天童中部
５月19日（水）　蔵　　増
５月20日（木）　成　　生

５月18日（火）　天童中部
５月19日（水）　蔵　　増
５月20日（木）　成　　生

どなたでも
参加できます
どなたでも
参加できます

　
昨
年
１２
月
に
設
置
さ
れ
た
議

員
定
数
・
議
員
報
酬
検
討
特
別

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
５
回

に
わ
た
っ
て
議
員
定
数
・
議
員

報
酬
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て

い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
末
に
は

全
議
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
全
議
員
の
意

見
を
集
約
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
多
く
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
員
定
数
・
議
員
報
酬

を
検
討
し
て
い
ま
す

議員定数は２２人（Ｈ１９.１０～）、議員
報酬は３９万３０００円（Ｈ８．４～）になっ
ています。

現在の議員定数・議員報酬は
どうなっているの？

ＱＱ

ＡＡ
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市民として

日 月 火 水 木 金 土
5/１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２4 ２5 ２６ ２７ ２８ ２９

３０ ３１ ６/１ ２ ３ 4 5

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

門
かど
脇
わき
　彩
あや
花
か
（20歳・交り江）

　
若
者
の
「
政
治
離
れ
」
や
投

票
率
の
低
迷
な
ど
、
日
々
政
治

参
画
へ
の
意
識
の
低
さ
に
関
す

る
情
報
が
流
れ
て
い
ま
す
。
天

童
市
で
も
市
議
会
だ
よ
り
の
中

な
ど
で
、
市
民
へ
の
市
政
の
情

報
提
供
が
さ
れ
、
解
決
に
向
け

た
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ら
が
市
民
、
特
に
若

者
の
目
に
と
ま
り
、

影
響
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
の

か
、と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
春
休
み
の
２
カ
月
間
、

イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
市
議
会

議
員
と
行
動
を
共
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
、

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
す
る

ま
で
は
、
政
治
は
難
し
い
、
市

議
会
や
市
政
は
自
分
と
は
か
け

離
れ
た
存
在
だ
と
目
を
背
け
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に

活
動
を
し
て
み
る
と
、
議
員
さ

ん
の
思
い
に
触
れ
る
こ
と
で
、

市
政
は
市
民
が
無
関
係
で
い
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
気
付
き

ま
し
た
。

　
議
員
は
市
を
想
い
、
市
民
を

想
い
、
日
々
活
動
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
が
、
天
童
市
は

議
会
だ
け
で
創
ら
れ
て
い
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
天
童
市

に
住
む
市
民
で
あ
る
以
上
、
市

民
は
市
政
に
対
し
て
無
関

心
で
い
る
こ
と
は
で
き
て

も
、
無
関
係
で
い
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
天
童
市

の
た
め
に
活
動
を
し
て
く

だ
さ
る
議
員
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
市
民
の
生
の
声

が
必
要
で
す
。
議
会
を
傍

聴
す
る
と
、
き
っ
と
私
と
同
じ

考
え
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
。

　
本
来
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、

政
治
と
直
結
し
て
い
ま
す
。
議

会
が
市
民
を
見
る
だ
け
で
は
な

く
、
市
民
も
議
会
を
も
っ
と
知

る
べ
き
で
す
。
で
き
る
こ
と
か

ら
、
市
政
に
参
画
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

編
集
後
記

今
年
の
桜
は
、
山
形
地
方

気
象
台
が
観
測
を
開
始
し
た

昭
和
２８
年
以
来
、
最
も
早
い

開
花
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

議
会
で
は
議
員
定
数
・
議

員
報
酬
検
討
特
別
委
員
会
で

の
具
体
的
な
検
討
が
始
ま
り

ま
し
た
。

広
報
委
員
会
で
も
議
会
の

活
動
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ま

に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す

る
た
め
に
、
紙
面
の
見
直
し

を
検
討
し
ま
す
。

議
会
と
議
員
の
活
動
が
よ

り
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
議
会
活
動

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。



（
三
宅
和
広
）

《
広
報
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長　
伊
藤　
和
子
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佐
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義
弘
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佐
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孝
一

6月定例会の日程（予定）

※請願の締め切りは、５月２１日（金）正午の予定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

本会議
（最終日）

本会議
（一般質問）

請願
締め切り

本会議
（一般質問）

予算特別委員会常任委員会

本会議
（初日）

インターネットで生中継します。

常任委員会

傍聴をご希望の方は、市役所ピロティの傍聴をご希望の方は、市役所ピロティの
傍聴者出入口からも入場できます。傍聴者出入口からも入場できます。

天童市議会ギャラリー天童市議会ギャラリー

市役所出入口 傍聴者出入口

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。
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